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Ⅰ　はじめに






年 12 月において 153 か国中 121 位であり、特に女性
管理職の割合は国際的にかなり低い水準にあり問題視




















第 3 報となる本稿では、卒業後 7～ 16 年の卒業生に
対するアンケート調査およびヒアリング調査の結果を
まとめるとともに、第 2報で扱った卒業後 2～ 5年以
内のアンケート結果との比較を行い、卒業後 2～ 5年











たり実施した。第 1弾としては、卒業後 2～ 5年（2013
年 3 月卒～ 2016 年 3 月卒）の本学卒業生に対して
2017 年度にアンケートを行い 1、2018 年度にヒアリン
グ調査を実施した。第 2弾としては、卒業後 7～ 16




























































































































のある「専門職志向」73 名中 53 名（72.6％）、「非専
門職志向」157 名中 104 名（65.6％）が退職を経験し
ていた。勤務形態別の勤続年数を図 4に示す。
「専門職志向」の正社員・正職員では 1～ 2 年で退





























































2　 アンケート調査結果（2～ 5 年調査と卒業後 7～
16 年調査結果の比較）
ここからは、加藤ほか（2019）による卒業後 2～ 5
年のアンケート結果と、卒業後 7～ 16 年の卒業生に
対するアンケート調査の比較を行い、卒業後 2～ 5年




規採用の事例も多く、卒業後 2～ 5年調査の 66 名（正
規社員 55 名、非正規社員 11 名）と、卒業後 7 ～ 16
年調査の正社員・正職員 125 名の状況を「専門職志向」、
「非専門職志向」別に比較する（図 11）。






























卒業後 2～ 5 年調査で、「非専門職志向」より「専




同様に卒業後 2～ 5 年以内調査の「非専門職志向」
で 10 ポイント以上高く、卒業後 7～ 16 年の調査でそ
の傾向が見られなかったのは、「給与（諸手当を含む）
に納得感がある」の 1項目である。
同様に卒業後 2～ 5 年以内調査の「非専門職志向」




卒業後 2～ 5 年と卒業後 7～ 16 年で初職を 5年以
内で退職した理由を比較する。（図 12）。

































































































































卒業学科 資格 就業形態 業種 職種 勤続年数 退職
A
専門職志向
幼稚園教諭 正社員・正職員 教諭・学習支援業、医療・福祉 専門・技術職 6 経験有
F 保育士 正社員・正職員 教諭・学習支援業 専門・技術職 5 経験有
E 管理栄養士 正社員・正職員 医療・福祉 専門・技術職 2 経験有
G
社会福祉士・
精神保健福祉士 正社員・正職員 医療・福祉 専門・技術職 8 経験有
J （社会福祉士希望）パート・アルバイト 医療・福祉 専門・技術職 3 経験有
D （管理栄養士希望） 正社員・正職員 小売業 専門・技術職 ― ―
L※ 臨床心理士・精神保健福祉士 正社員・正職員 医療・福祉 専門・技術職 5 経験有
C
非専門職志向
― 正社員・正職員 小売業 販売職 2 経験有
H ― 正社員・正職員 運輸業 専門・技術職 ― ―
I ― 正社員・正職員 情報通信業 事務職 ― ―
K ― パート・アルバイト 小売業 販売職 9 ―














































































































































































































































2～ 3年で退職の約 50％、3～ 5年で退職の 70％弱が
「残業の量が適切でない」と回答している。「非専門職
志向」では、1年未満の退職で約 50％が「仕事内容が






















卒業後 2～ 5 年の調査結果と卒業後 7～ 16 年の調
査結果の比較についても、その結果をまとめておく。





















































































後 2 ～ 5 年調査と卒業後 7 ～ 16 年調査を比較して、




























本稿では、卒業後 7～ 16 年の卒業生に対するアン
ケート調査およびヒアリング調査の結果をまとめると


















































































合わせて、卒業後 2～ 5 年、卒業後 7～ 16 年、卒業
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成 28 年 9 月調査）」https://survey.gov-online.go.jp/
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